
同窓会報 ｢江極だより｣平成29年１月１日 第 28 号 �
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
会
員
、

教
職
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
同

窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
わ
り
、

厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
の
九
月
の
前
期
卒
業
生
を
含
め

ま
す
と
、
卒
業
生
が
九
千
七
百
八
十
二

名
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
六
月
十
三
日
の
第
一

回
役
員
会
に
お
い
て
、
会
長
と
い
う
重

責
を
承
り
、
早
一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
に
は
熊
本
県
内
に
お

い
て
、
色
ん
な
災
害
が
発
生
し
、
想
定

外
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
一
月
の
大
雪
か
ら
始
ま
り
、
四
月

の
熊
本
大
震
災
又
六
月
の
土
砂
災
害
等
、

暗
い
ニ
ユ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
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本
県
で
は
死
者
五
十
人
、
関
連
死

百
十
人
、
六
月
の
土
砂
災
害
に
よ

る
二
次
災
害
死
五
人
と
合
わ
せ
、

死
者
は
百
六
十
五
人
に
の
ぼ
り
、

負
傷
者
は
、
二
千
六
百
人
を
超
え
、

家
屋
等
全
半
壊
に
お
い
て
は
約
四

万
棟
に
及
び
ま
し
た
。
同
窓
会
会

員
の
皆
様
方
に
も
多
く
の
方
々
が

被
災
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
皆

様
方
に
は
早
い
復
興
を
祈
り
つ
つ

被
災
前
の
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
、
四
年
に
一
度
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
、
リ
オ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
、

日
本
選
手
の
四
十
一
個
の
メ
ダ
ル

も
獲
得
し
、
国
民
に
感
動
を
あ
た

え
た
素
晴
ら
し
い
活
躍
も
ま
だ
目

に
焼
き
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
度
は
、
通
信
制
の
入
学
式

平
穏
な
教
育
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
地
震
の
た
め
就
職
求
人

が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
大
き
な
影
響
も
な
く
、

全
・
定
・
通
三
課
程
と
も
、
生
徒

は
順
調
に
進
路
を
決
め
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
昨
年
は
本
校
同
窓
生
の

活
躍
が
、
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
後

輩
生
徒
た
ち
に
も
紹
介
し
ま
し
た
。

パ
リ
で
活
躍
す
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ

フ
手
島
竜
司
さ
ん

(

39
歳)

。
手

島
さ
ん
は
本
校
卒
業
後
、
熊
本
市

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
古
田
会
長
を
始
め
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
物

心
両
面
で
御
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
変
わ
ら
ぬ

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
四
月
に
熊
本
地
震
が
あ
り

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
校
も
理

科
棟
や
図
書
館
等
、
施
設
設
備
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
が
、
多
方

面
か
ら
の
ご
支
援
の
お
陰
で
、
や
っ
と

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修
業
、
渡
仏
。

一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
で
腕
を
磨
い
た

後
、
パ
リ
凱
旋
門
近
く
に

｢P
A

G
E
S
(

パ
ー
ジ
ュ)｣

を
オ
ー
プ

ン
。
一
皿
一
皿
に
食
材
の
持
つ
ス

ト
ー
リ
ー
を
表
現
し
た
繊
細
な
料

理
が
評
判
と
な
り
、
昨
年
、
フ
ラ

ン
ス
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
一

つ
星
を
獲
得
、｢

未
来
の
巨
匠｣

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
日

航
熊
本
で
熊
本
の
食
材
を
使
っ
て

デ
ィ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、｢

わ

く
わ
く
親
善
大
使｣

と
し
て

｢

食

の
力
で
熊
本
の
、
日
本
の
未
来
を

創
る
！｣

な
ど
、
地
震
後
の
熊
本

を
元
気
づ
け
た
り
す
る
活
動
を
精

力
的
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
宮
園
勝
也
さ
ん

(

26
歳)

。
宮
園
さ
ん
は
、
本
校
卒

が
、
四
月
十
七
日
の
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
大
地
震
の
発
生

の
た
め
に
、
学
校
近
辺
の
方
々
も

被
害
に
遭
わ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
一
杯

に
車
等
で
避
難
さ
れ
て
入
学
式
ど

こ
ろ
で
は
無
か
っ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
本
年
も
同
窓
会
活
動
は
、

四
月
の
三
課
程
の
入
学
式
か
ら
は

じ
ま
り
、
三
月
の
三
課
程
の
卒
業

式
へ
の
出
席
等
、
計
画
し
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。
最
後
に
会
の
活

動
に
、
同
窓
会
会
員
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
力
を
拝
借
し
母
校
の
発
展
に
寄

与
で
き
る
同
窓
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

年
は
、
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
一
年
で
あ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
て
挨
拶
と
し
ま
す
。

����������同
窓
会
会
長

古

田

利

武

��������湧
心
館
高
等
学
校
長

上

妻

利

博

暮
れ
る
日
々
で
し
た
。
入
社
し
て

８
ヶ
月
経
ち
ま
し
た
。
失
敗
の
連

続
で
す
が
、
先
輩
方
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
日
々
学
び
を
深
め
て
い
ま

す
。私

が
湧
心
館
高
校
を
卒
業
し
た

の
は
５
年
前
。
ま
だ
標
準
服
も
無

い
時
代
で
ス
ー
ツ
で
卒
業
式
に
臨

ん
だ
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
友
達

と
過
ご
し
た
こ
の
３
年
間
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
鬼
の

よ
う
に
厳
し
い
体
育
の
先
生
に
怒

ら
れ
た
こ
と
、
数
学
の
授
業
を
サ

ボ
っ
て
廊
下
に
立
た
さ
れ
た
こ
と

(

笑)

怒
ら
れ
て
ば
か
り
の
高
校

生
活
で
し
た
が
、
こ
こ
で
身
に
つ

い
た
忍
耐
力
の
お
か
げ
で
ハ
ー
ド

な
毎
日
を
何
と
か
こ
な
せ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
母
校
の
先
輩
た
ち

を
追
い
か
け
、
後
輩
た
ち
に
尊
敬

さ
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
れ
る
よ

う
今
後
も
精
進
し
ま
す
。

業
後
上
京
。
人
気
デ
ュ
オ

｢K
in

K
i
K
ids｣

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
に
出
演
す
る
な
ど
、
国
内

外
の
舞
台
で
活
躍
さ
れ
、
現
在
東

京
で
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開
講

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
十
月
、
ド

イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
ブ
レ
ー
ク
ダ

ン
ス
の
世
界
大
会
に
出
場
、
宮
園

さ
ん
は
ソ
ロ
と
し
て
難
易
度
の
高

い
技
を
成
功
さ
せ
、
所
属
ダ
ン
ス

チ
ー
ム

｢

フ
ロ
ー
リ
ア
ー
ズ｣

が

日
本
初
の
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。本

校
は
、
単
位
制
で
あ
り
、
自

分
の
興
味
関
心
を
踏
ま
え
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
自
主
編
成
し
、
個
性

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
学
校
で

す
。
お
二
人
の
よ
う
な
先
輩
方
が
、

多
彩
な
才
能
を
開
花
さ
せ
世
界
を

�� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

私
は
平
成
28

年
３
月
熊
本
学

園
大
学
を
卒
業
し
、｢

く
ま
も
と

経
済｣

と
い
う
雑
誌
を
つ
く
る
㈱

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
に
入
社
し
政

治
記
者
と
し
て
日
々
繰
り
広
げ
ら

れ
る
政
治
ネ
タ
を
追
い
か
け
て
い

ま
す
。
入
社
後
す
ぐ
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
。
訳
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま

毎
日
の
よ
う
に
視
察
に
訪
れ
る
閣

僚
や
各
党
の
代
表
の
取
材
に
明
け

����
��������

平成28年度同窓会予算書
１. 一般会計

(収入の部) 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,310,000 1,450,000 △140,000
全日制 110名×5,000円
定時制 32名×5,000円
通信制 120名×5,000円

繰 越 金 344,168 299,907 44,261
雑 収 入 50 48 2 預金利息

計 1,654,218 1,749,955 △95,737

(支出の部) 単位：円

科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

事務通信費 740,000 731,000 9,000 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料同窓会事務処理用パソコン更新代
会 議 費 250,000 250,000 0 役員会活動費､ 役員懇談会
学校行事費 150,000 160,000 △10,000 卒業証書用ホルダー
会 報 費 150,000 150,000 0 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代
名簿管理費 100,000 100,000 0 同窓会新聞郵送用宛名シール代
給 与 60,000 60,000 0 事務補助職員手当
積 立 金 150,000 200,000 △50,000 同窓会積立金
予 備 費 54,218 53,955 263

計 1,654,218 1,704,955 △50,737

２. 特別会計
前年度からの繰越金 3,798,962円

(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要

1,680,030 1,335,862 344,168 残高は平成28年度へ繰り越し

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 予算残額 備 考

事務通信費 730,000 1,000 731,000 730,950 50 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料
会 議 費 250,000 0 0 238,646 11,354 役員会活動費､ 役員懇談会
学校行事費 160,000 0 0 131,000 29,000 卒業証書用ホルダー
会 報 費 150,000 0 0 119,420 30,580 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代
名簿管理費 100,000 0 0 60,869 39,131 同窓会新聞郵送用宛名シール代
給 与 60,000 0 0 50,225 9,775 事務補助職員手当
積 立 金 200,000 0 0 0 200,000
予 備 費 54,955 △1,000 53,955 4,752 49,203 ドメイン名登録サービス契約更新料

計 1,704,955 0 1,335,862 369,093

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増 減 備 考
会 費 1,450,000 0 1,380,000 △70,000 276名×5,000円
繰 越 金 299,907 0 299,907 0
雑 収 入 48 0 123 75 預金利息

計 1,749,955 0 1,680,030 △69,925

平成27年度同窓会決算書

関係諸帳簿及び書類を監査した結果､ 上記のとおり相違
なく正確かつ適法に執行されていることを認めます｡

平成28年５月23日

３. 監査報告

２. 特別会計 単位：円
収 入 支 出 残 高

残高は平成28年度へ繰り越し前年度繰越金 本年度積立金 預金利子 合 計

3,798,175 0 787 3,798,962 0 3,798,962

����������������������������
������ ��������平

成
23
年
度
卒
業

(

全
日
制
23
回
生)

宮
崎

み
や
ざ
き

泰た
い

樹き

舞
台
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿
は
、

本
校
の
誇
り
で
あ
り
在
校
生
の
励

み
に
な
り
ま
す
。

本
校
は
、
昭
和
54
年
の
江
津
高

校
開
校
か
ら
数
え
て
創
立
37
年
目

を
迎
え
、
同
窓
生
の
数
も
九
千
七

百
人
を
超
え
ま
し
た
。
３
年
後
の

平
成
31
年
に
は
、
創
立
四
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
記
念
講
演
や
祝
賀

会
等
に
つ
い
て
は
、
そ
ろ
そ
ろ
計

画
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
何
か
と
お
世
話

に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

監査



場
で
予
定
さ
れ
て
い
た
総
文
祭
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
の
各

運
動
部
は
、
地
震
の
影
響
で
練
習

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
の
出
場

で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
力
を

尽
し
、
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。

夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
熊
本
県
大
会
は
、
藤
崎
台
球
場

で
１
回
戦
鹿
本
農
業
高
校
と
対
戦

し
３
対
10
の
８
回
コ
ー
ル
ド
で
３

年
ぶ
り
の
勝
利
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
２
回
戦
で
敗
れ
た

も
の
の
、
が
む
し
ゃ
ら
に
プ
レ
ー

す
る
姿
は
ス
タ
ン
ド
で
応
援
す
る

生
徒
、
保
護
者
、
職
員
の
胸
を
熱

く
し
ま
し
た
。

６
月
24
日(

金)

に
は
、
生
徒
会

役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
生
徒
会

長
に
２
年
生
の
西
水
流
知
花
さ
ん
、

副
会
長
に
１
年
生
の
松
田
倖
妃
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
７
月
29
日

(

金)

の
役
員
認
証
式
を
経
て
生

徒
会
新
執
行
部
が
本
格
的
に
始
動

し
ま
し
た
。
新
執
行
部
と
な
っ
て

の
最
初
の
大
き
な
行
事
が
、
地
震

に
よ
っ
て
９
月
30
日(

金)

に
延
期

と
な
っ
て
い
た
体
育
大
会
と
な
る

は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
に

く
の
雨
で
大
会
が
中
止
と
な
り
、

翌
週
10
月
４
日(

火)

に
集
団
演
技

の
み
を
保
護
者
に
披
露
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
平
日

に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
保
護
者
が

来
校
し
、
暖
か
い
声
援
を
た
く
さ

ん
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

10
月
８
日

(

土)

は｢

青

春
謳
歌
！
湧

心
祭
!!｣

を

テ
ー
マ
に
文

化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

体
育
大
会
と

並
行
し
て
の

準
備
で
し
た

の
で
、
準
備
時
間
が
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
展
示
や
バ
ザ
ー
も
例
年
通

り
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

今
年
は
育
友
会
保
護
者
の
提
案
で

食
品
バ
ザ
ー
が
炊
き
出
し
と
な
り
、

生
徒
全
員
に
お
い
し
い
カ
レ
ー
や

豚
丼
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
３
年
生
の
進
路
に
つ

い
て
は
、
進
学
、
就
職
と
も
に
例

年
以
上
に
順
調
な
状
況
で
す
。
特

に
、
就
職
は
震
災
の
影
響
が
強
く

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
県
内
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
求
人
が
あ
り
、
平

成
28
年
の
年
内
に
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
の
就
職
先
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
生
徒
全
員
が
社
会
に

大
き
く
羽
ば
た
く
こ
と
を
目
指
し

て
、
職
員
一
同
が
一
丸
と
な
っ
て

教
育
活
動
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
年
度

全
日
制
は
、

４
月
８
日

(

金)

の
入

学
式
で
新

入
生
１
２

３
名

(

男
子
66
名
、
女
子
57
名)

を
迎
え
、
全
校
生
徒
３
７
８
名

(

男
子
１
９
５
名
、
女
子
１
８
３

名)

で
新
た
な
１
年
間
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
入
生

が
学
校
生
活
に
よ
う
や
く
慣
れ
始

め
た
頃
、
前
震
と
本
震
の
２
回
の

大
地
震
が
熊
本
を
襲
い
ま
し
た
。

本
校
は
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
の

深
刻
な
被
害
こ
そ
な
か
っ
た
も
の

の
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
全
て
停
止
し
て
し

ま
い
、
前
震
翌
日
の
15
日(

金)

か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

の
５
月
９
日(

月)

ま
で
、
学
校

を
休
校
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
本
校
は
、
被
災

さ
れ
た
住
民
の
方
々
の
一
次
避
難

所
と
な
り
、
地
震
直
後
は
、
数
百

人
の
方
々
が
体
育
館
や
駐
車
場
で

避
難
生
活
を
送
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

一
方
、
生
徒
の
家
庭
に

お
い
て
も
、
住
宅
の
倒

壊
や
家
財
の
損
壊
等
で
、

多
く
の
生
徒
と
そ
の
家

族
が
長
期
間
に
わ
た
る

避
難
所
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

余
震
の
数
も
減
り
、

復
旧
、
復
興
の
言
葉
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
５
月
、
よ
う
や
く
学

校
も
再
開
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
避
難
所
で

生
活
す
る
生
徒
の
数
も
多
く
、
時

折
大
き
な
余
震
も
あ
り
ま
し
た
が
、

久
し
ぶ
り
の
友
人
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
の
再
会
に
、
自
然
と
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
は
再
開
で
き
た
も
の
の
、

今
な
お
体
育
館
や
図
書
室
、
一
部

の
教
室
が
地
震
の
影
響
で
使
用
出

来
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

４
月
、
５
月
に
予
定
し
て
い
た
行

事
は
全
て
中
止
か
又
は
延
期
と
し
、

年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
全
て
組

み
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
上
旬
の
高
校
総
体
・
総
文

祭
に
も
地
震
の
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
例
年
、
熊

本
市
内
を
中
心

に
行
わ
れ
て
い

る
総
体
競
技
の

ほ
と
ん
ど
が
震

災
の
影
響
の
少

な
い
地
域
に
分

散
し
て
実
施
と

な
り
、
県
立
劇

同窓会報 ｢江極だより｣平成29年１月１日 第 28 号 �

����会
員
の
皆
様
に｢

江
極
だ
よ
り｣

第
二
十
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

三
十
七
年
目
を
迎
え
た
母
校
の

近
況
と
平
成
23
年
度
卒
業
生

(

全

日
制
23
回
生)

の
宮
崎
泰
樹
さ
ん

の
御
卒
業
後
の
近
況
を
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆

様
の
ご
意
見
ご
感
想
等
、
同
窓
会

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

江
極
だ
よ
り
編
集
委
員
会

�������������������� �����������������会
員
の
身
の
上
に
、
変
更

(

住

所
や
氏
名
等)

が
、
発
生
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
同
窓
会
事
務
局

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

電

話
０
９
６
・
３
７
２
・
５
３
１
１

F
a
x
０
９
６
・
３
６
４
・
９
３
８
２

４
月
15

日
金
曜
日
、

前
夜
の
揺

れ
で
倒
れ

た
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
を
元
に
戻
し
、
散
ら
ば
っ

た
教
材
や
ガ
ラ
ス
片
を
片
付
け
、

施
設
設
備
の
点
検
を
終
え
、
２
日

後
に
予
定
し
て
い
る
入
学
式
は
実

施
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
も
っ
と

強
い
揺
れ
が
熊
本
を
襲
う
と
は
想

定
で
き
ず
…
…
。

87
人
の
新
入
生
に
対
し
て

｢

入

学
式｣

と
い
う

形
で
そ

の
門
出

を
祝
い

励
ま
す

こ
と
が

で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

学
校
再
開
後
、
生
徒
一

人
一
人
が
学
習
を
円
滑

に
進
め
、
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

職
員
一
同
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

６
月
に
は
会
場
を
八
代
市
に
移

し
て
県
定
通
体
育
大
会
が
開
か
れ
、

通
信
制
か
ら
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

卓
球
の
４
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
で
き
る

と
い
う
、
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
に

思
っ
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝

し
な
が
ら
、
出
場
選
手
・
応
援
生

徒
と
も
に
熱
く
燃
え
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
バ
レ
ー
、
バ
ド
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
は
８
月
の
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
も
得
て
、
大
舞
台
で

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

９
月
18
日
、
前
期
卒
業
式
が
挙

行
さ
れ
、
９
人
が
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
置
か

れ
た
環
境
の
中
で
着
実
に
歩
み
を

進
め
て
こ
の
日
を
迎
え
た
卒
業
生

た
ち
の
姿
は
、
と
り
わ
け
輝
い
て

見
え
ま
し
た
。

10
月
、
新
入
生
６
人
を
迎
え
て

後
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
10

月
１
日
現
在
、
転
・
編
入
学
生
を

含
め
、
本
校
４
９
５
人
、
協
力
校

97
人
、
合
計
５
９
２
人
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
文
化
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
校
内
文
化

発
表
会
や
県
定
通
文
化
大
会
、
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
と
い
っ
た
行
事
が
行
わ

れ
、
生

徒
た
ち

に
と
っ

て
、
日

頃
の
活

動
成
果

を
発
表

し
た
り

協
力
し

て
物
事

に
取
り

組
ん
だ
り
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ

の
芸
術
・
芸
能
に
触
れ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

高
等
学
校
通
信
制
教
育
が
始
ま
っ

て
来
年
で
70
年
に
な
り
ま
す
。
将

来
の
予
測
が
困
難
な
現
代
に
あ
っ

て
、
生
徒
た
ち
が
未
来
を
切
り
拓

き
、
自
分
ら
し
く
し
っ
か
り
と
生

き
て
い
く
力
を
つ
け
る
た
め
の
面

接
指
導
や
添
削
指
導
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
研
究
や
実
践
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
若
年

者
層
の
増
加
を
踏
ま
え
て
、
生
徒

の
進
路
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

体
験
型
行
事
を
含
む
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
湧
心
館
高
校

通
信
制
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
折
に
触
れ
て
在
校
生

を
お
励
ま
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

平
成
二
十
九
年
度
行
事
予
定

(

全
日
制)

４
月
10
日

(

月)

入
学
式

９
月
30
日

(

土)

体
育
大
会

11
月
11
日

(

土)

湧
心
祭

３
月
１
日

(

木)

卒
業
式

(

定
時
制)

４
月
11
日

(

火)

入
学
式

６
月
11
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

10
月
８
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

11
月
２
日

(

木)

湧
定
祭

３
月
３
日

(

土)

卒
業
式

(

通
信
制)

４
月
16
日

(

日)

入
学
式

６
月
11
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

10
月
８
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

９
月
17
日

(

日)

前
期
卒
業
式

10
月
１
日

(

日)

後
期
入
学
式

10
月
29
日

(

日)

文
化
発
表
会

３
月
11
日

(

日)

後
期
卒
業
式

本
年
度
、

定
時
制
課

程
は
33
名

の
新
入
生

を
迎
え
、

生
徒
数
１
４
６
名(

男
79
名
、
女

67
名)

で
出
発
し
ま
し
た
。

上
妻
利
博
校
長
は
、
年
度
当
初

の
ご
あ
い
さ
つ
の
中
で
、｢

新
学

期
を
迎
え
、
生
徒
は
、
リ
セ
ッ
ト
、

リ
ボ
ー
ン
、
リ
ス
タ
ー
ト
。
私
た

ち
も
清
新
の
気
で
行
き
ま
し
ょ
う｣

と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は

生
徒
に
求
め
る
姿
勢
と
し
て

｢

自

己
変
革

昨
日
の
自
分
を
今
日
超

え
よ
う
！

今
日
の
自
分
を
明
日

超
え
よ
う
！｣

を
掲
げ
、
生
徒
の

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。

○
４
月
14
日

(

木)

午
後
９
時
26

分
、
大
地
震
が
熊
本
を
襲
い
ま
し

た
。
放
課
後
で
し
た
が
、
29
名
の

生
徒
が
残
っ
て
お
り
、

職
員
と
共
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
避
難
し
ま
し
た
。

生
徒
と
職
員
全
て
の
安

否
確
認
後
、
生
徒
の
帰

宅
を
確
認
し
た
の
は
日

付
が
変
わ
る
頃
で
し
た
。

翌
15
日

(

金)

は
臨
時

休
校
と
な
り
、
職
員
は

校
内
の
片
づ
け
に
追
わ

れ
ま
し
た
。

○
４
月
16
日(

土)

午
前
１
時
25
分
、

再
度
大
地
震
が
熊
本
を
襲
い
ま
し

た
。
生
徒
及
び
職
員
の
安
否
確
認

後
は
、
三
課
程
が
協
力

し
て
約
一
週
間
避
難
所

の
運
営
に
あ
た
り
ま
し

た
。
余
震
が
続
く
中
、

自
ら
も
被
災
者
で
あ
る

生
徒
が
、
自
主
的
に
登

校
し
て
避
難
所
運
営
の

手
伝
い
を
し
て
い
る
姿

に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

○
県
定
通
体
育
大
会
で
は
、
野
球

部
が
県
大
会
で
優
勝

(
西
九
州
大

会
は
辞
退)

。
全
国
大
会
に
は
、

卓
球
個
人
と
柔
道
個
人
が
出
場
し
、

健
闘
し
ま
し
た
。

○
校
内
生
活
体
験
発
表
大
会
で
は
、

今
ま
で
の
自
分
の
振
り
返
り
や
熊

本
地
震
で
の
体
験
、
定
時
な
ら
で

は
の
悩
み
や
苦
悩
を
明
日
へ
の
希

望
に
つ
な
げ
て
語
る
姿
に
、
共
感

を
呼
ぶ
場
と
な
り
ま
し
た
。
本
校

代
表
に
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
４

の
２
船
津
佑
夏
さ
ん
が
選
ば
れ
、

県
定
通
文
化
大
会
で
は
堂
々
の
発

表
を
し
ま
し
た
。

○
10
月
９
日

(

日)

の
県
定
通
文

化
大
会
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
太

鼓
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
部

で
は
、
生
徒
と
職
員
全
員
で
唱
歌

｢

故
郷｣

の
合
唱
と
篠
笛
の
演
奏
、

書
と
絵
の
実
演
と
い
う
素
晴
ら
し

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま

し
た
。
情
報
科
学
科
の
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
シ
ョ
ッ
プ

も
盛
況
で
、
芸

術
に
親
し
む
一

日
と
な
り
ま
し

た
。

○
芸
術
鑑
賞
は
、

昨
年
度
に
引
き

続
き
学
校
寄
席
が
本
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は

｢

復
興
寄
席｣

と
し
て
地
域
や
保
護
者
の
方
々
、

熊
工
定
時
制
と
共
に
落
語
を
楽
し

み
ま
し
た
。
江
戸
の
古
典
芸
能
の

粋
を
つ
ぶ
さ
に
鑑
賞
し
、
そ
の
臨

場
感
は
圧
巻
で
し
た
。

○
く
ま
も
と
教
育
の
日

｢

地
域
の

方
と
の
合
同
調
理｣

で
は
、
今
年

も
出
水
南
地
区
の
皆
様
と
共
に

｢

巻
寿
司｣

｢

さ
つ
ま
い
も
の
レ
モ

ン
煮｣

な
ど
の
調
理
体
験
を
通
し

て
、
食
文
化
の
継
承
と
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
地

域
の
方
々
と
の
相
互
理
解
が
深
ま

る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
第
９
回
湧
定
祭
は
、
地
域
の
方
々

や
保
護
者
等
多
数
の
来
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
恒
例
の
全
生
徒
に
よ

る
巨
大
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
で
は
、

復
興
を
祈
っ
た

｢

熊
本
城｣

を
披

露
し
、
竹
あ
か
り
の

｢

湧
定
の
灯｣

で
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
ま

し
た
。
湧
定
の
う
た
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
展
示
、
バ
ザ
ー
な
ど
も
大

盛
況
で
し
た
。

○
研
修
旅
行
で
は
、
３
年
次
生
が

� � � � �
教頭 平江 良樹

� � � � �
教頭 土井裕三子

� � � � �
教頭 古閑 千尋

平
成
28
年
４
月
の
定
期
異
動
で

本
校
通
信
制
教
頭
職
を
拝
命
し
、

着
任
い
た
し
ま
し
た
。
前
任
校
の

第
一
高
校
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で

に
勤
め
た
学
校
で
関
わ
っ
た
何
人

か
の
生
徒
を
通
信
制
に
送
り
出
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
受
け

入
れ
る
側
に
な
っ
て
、
通
信
制
に

学
ぶ
生
徒
と
そ
れ
を
支
え
る
教
職

員
の
努
力
を
、
改
め
て
身
に
染
み

て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同

窓
会
の
皆
様
に
も
い
つ
も
温
か
く

接
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
湧
心
館
高
校
の
発
展
の
た
め

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

お
知
ら
せ

通
信
制
教
頭

土
井
裕
三
子

大
阪
・
姫
路
で
素
晴
ら
し
い
思
い

出
作
り
が
で
き
ま
し
た

○
各
種
検
定
取
得
状
況

(

11
月
末

現
在)

は
、
日
商
簿
記
検
定
３
級

６
名
。
全
商
珠
算
電
卓
検
定
１
級

普
通
計
算
５
名
、
２
級
１
名
、
３

級
１
名
。
全
商
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実

務
検
定
１
級
２
名
、
１
級
速
度
２

名
、
１
級
文
書
１
名
、
２
級
２
名
、

２
級
速
度
２
名
、
３
級
９
名
、
３

級
速
度
１
名
。
３
級
文
書
１
名
。

延
べ
33
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

○
熊
本
県

｢

頑
張
る
高
校
生｣

表

彰
を
船
津
佑
夏
さ
ん
が
受
賞
し
ま

し
た
。

○
進
路
決
定
状
況

(

11
月
末
現
在)

は
、
進
学
決
定
者
３
名
、
就
職
決

定
者
は
６
名
で
す
。
卒
業
予
定
者

全
員
が
進
路
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
、
進
路
指
導
部
を
中
心
に
職

員
全
員
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会

か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
和
太
鼓
が
、

｢

湧
定
太
鼓｣

と
し
て
大
活
躍
で

す
。
毎
晩
練
習
に
励
む
こ
と
で
迫

力
が
増
し
、
県
定
通
文
化
大
会
を

は
じ
め
、
地
域
行
事
や
施
設
の
慰

問
等
で
学
校
と
地
域
を
結
ぶ
橋
渡

し
と
し
て
、
交
流
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
皆
様
方

の
御
指
導
、
御
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。


